
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号 

2024.4 

新入生のみなさんご入学おめでとうございます。 

桜の花を満喫する間もなく、日々は慌ただしく過ぎ、気がつけば葉桜になってしまいました。木々の黄

緑色の新芽も日に日に色が濃くなっています。季節は、春をひとっ飛びして、もう初夏の陽気を感じま

す。『図書館だよりビタミン Book』は、図書館に新しく入った本や行事などを紹介していきます。 

＊＊これまでの本屋大賞受賞作品＊＊ 

＊2023 年『汝、星のごとく』凪良ゆう（著）講談社 

＊2022 年『同志少女よ。敵を撃て』 

逢坂冬馬（著）早川書房 

＊2021 年『５２ヘルツのクジラだった』 

町田そのこ（著）中央公論新社 

＊2020年『流浪の月』凪良ゆう（著）東京創元社 

＊2019年『そして、バトンは渡された』 

瀬尾まいこ（著）文藝春秋 

＊2018年『かがみの孤城』辻村深月（著）ポプラ社 

＊2017年『蜂蜜と遠雷』恩田陸（著）幻冬舎 

＊2016年『羊と鋼と森』宮下奈津（著）文藝春秋 

＊2015年『鹿の王』上橋菜穂子（著）KADOKAWA 

 

＊2014年『村上海賊の娘』和田竜（著）新潮社 

＊2012年『舟を編む』三浦しをん（著）光文社 

＊201１年『謎解きはディナーのあとで』 

東川篤哉（著）小学館 

＊2013年『海賊とよばれた男』 

百田尚樹（著）講談社 

＊2010年『天地明察』冲方丁（著）角川書店 

＊2009年『告白』湊かなえ（著）双葉社 

＊2008年『ゴールデンスランバー』 

       伊坂幸太郎（著）新潮社 

＊2007年『一瞬の風になれ』 

佐藤多佳子（著） 講談社 

＊2006年『東京タワー オカンとボクと、時々オトン』 

リリー･フランキー（著）扶桑社 

＊2005年『夜のピクニック』恩田陸（著）新潮社 

＊2004年『博士の愛した数式』 

小川洋子（著）新潮社 

本屋大賞とは･･･ 

書店員が選んだいちばん！売りたい本 本屋大賞のこ

とです。「売り場からベストセラーをつくる！」というこ

とで、2004年から始まりました。 

本屋大賞の対象となる本は、日本の小説 

翻訳小説部門は、日本で刊行された翻訳小説 

発掘部門はジャンルを問わず、2022年 11月 30日以前に

刊行された作品となっています。 

2024年の本屋大賞は･･･ 

『成瀬は天下を取りにいく』 

宮島未奈（著）新潮社 

決定！ 

あなたは何冊読んだことがありますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪♪新しく図書館に入った本♪♪ 

『ビブリア古書堂の事件手帖Ⅳ』 

 ～扉子たちと継がれる道～ 

三上延（著） 

時代をまたぎ古書にまつわる物語

と時を超えて紐解かれる人の想い         

【913.6】 

『なるには Books  

高校調べ 国際学科高校』 

木村由香里（著）【376.8】 

『八月の御所グラウンド』 

万城目学（著） 

2編の物語が納められている 

＊女子全国高校駅伝 

＊謎の草野球大会 

【913.6】 

『犯罪者 上・下』 

太田愛（著） 

修司は、奇妙な男から「逃げろ。あ

と１０日生き延びれば助かる」と謎

めいた言葉を聞いた。 【913.6】 

『精選女性随筆集石井桃子 高峰秀子』 

川上弘美（選） 

児童文学者の石井桃子、名子役から大女

優になった高峰秀子のエッセイ集。

【914.6】 

（岩波ジュニア新書 982） 

『縄文時代を解き明かす』 

～考古学の新たな挑戦～ 

阿部芳郎（編著） 

縄文時代の中でも、今から 6000 年前をピ

ークとした急激な温暖化の時期がありま

した。地球温暖化により、氷河が溶け、海

水面が上昇しました。その結果として海水

面が約 200 メートルも上昇しました。          

【210.25】 

（岩波新書 2010） 

〈一人前〉と戦後社会-対等を求めて 

禹宗杬･沼尻晁伸（著）【316.1】 

（岩波新書 2011） 

魔女狩りのヨーロッパ史 

池上俊一（著） 【230.4】 

 

（岩波新書 2012） 

ピアノトリオ -モダンジャズへの入り口 

マイク･モラスキー（著）  【764.78】 

 

 

 
＊『ブスなんて言わないで ④』 

とあるアラ子（著）【726.1】 

 

＊『薬屋のひとりごと ⑬』 

 日向夏（原作）・ねこクラゲ（作画） 

【726.1】 

＊『SAKAMOTO DAYS ⑯ 

鈴木祐斗（著）【726.1】 

 

＊『僕のヒーローアカデミア ㊵』 

堀越耕平（著）【726.1】 

 

＊『呪術廻戦 ㉖』 

芥見下々（著）【726.1】 

『車のある風景』 

松任谷正隆（著） 

音楽プロデューサーの松任谷正隆氏が

綴るクルマにまつわるエッセイ。 

【914.6】 

漫 画 

新年度に入り少しずつ

新しい本が入ってきて

います。 

お楽しみに =^_^= 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


